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Exeter

Where is ‘Exeter’

ロンドン

エクセター

研究を発展させるために

エクセター大学

Research Area
熟達化のプロセスと
リスク状況下におけるスキル崩壊のメカニズムの解明

知覚運動制御

環境を知覚し，運動が実現する
メカニズムとは？

運動学習

運動スキルはどのように
習得されるのか？
効果的な指導法，学習法とは？

ストレス
プレッシャー

なぜ緊張すると習得したはずの
スキルが崩壊するのか？
効果的な対処法・予防法とは？
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知覚が運動に影響する

QEとの関係は??

C
5.5cm(Fake)5cm 5cm

A B

Perceptually small

CCC

知覚 運動制御

視線行動

QE時間短?

小さく知覚 変位減少?
加速度減少?

QE時間確保 ➡ 環境を正確に知覚 ➡ 運動の正確性維持

SMI Eye Tracker System

‘Illusion Project’
（University Exeterでの共同プロジェクト）

プレッシャー下

知覚 運動制御

視線行動

探索率増加

縮小
遅延
変動性増加

実際より
不利に知覚

プレッシャー下における知覚運動制御実験（村山，2012）
科学研究費 若手（B）

「あがり」の発現構造モデル（村山，2009）

機器の性能上，QEの測定が困難

QEを計測できれば，

視線行動と知覚運動制御の関係が解明できる

運動開始直前に，標的となる的，ゴール，ボールなどに対して，
視線が100ミリ秒以上停留すること（視野角3度以内で）
運動開始直前

Quiet Eye 
運動開始直前に，標的となる的，ゴール，ボールなどに対して，

Quiet Eye （
に，標的となる的，ゴール，ボールなどに対して，に，標的となる的，ゴール，ボールなどに対して，に，標的となる的，ゴール，ボールなどに対して，

（（QE
に，標的となる的，ゴール，ボールなどに対して，に，標的となる的，ゴール，ボールなどに対して，

QE）(Vickers, 1996)

動作の学習よりも前に，視線行動を学習 ➡ 運動学習を促進
過緊張状態でQE ➡ プレッシャー下でもパフォーマンス崩壊を抑制

熟練者 未熟練者
(Vickers, (Vickers, 2007)

【QEの機能】

スキル遂行上適切な場所
への注意促進

正確な視覚情報処理促進

運動プログラミング時間
の確保，質の向上

頭部，身体の安定

研修目的

視線のコントロールが，

運動スキルの学習をいかに促進させるか?

リスク状況下でのパフォーマンス崩壊をいかに予防するか?

Quiet Eye,およびQuiet Eyeトーニングが
運動学習および知覚運動制御に及ぼす影響と
そのメカニズムの解明University of Exeter

University of Exeter

国公立の総合大学

20世紀前半までロンドン大学の分校的な役割

ラッセルグループ（英国内大規模研究型大学）

英国内 TOP10

世界ランキング 200位以内

学生数 約16,000人

Exeter
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T H A N K  Y O U
貴 重 な 機 会 を 頂 き あ り が と う ご ざ い ま し た

英国での研究生活を振り返り

大学人，研究者として

大学の特徴

運動・スポーツの意義

渡英前の準備・課題!?

研究活動

英国，オランダの研究者達と

スポーツのみならず
パイロット，ドライバー，外科医，軍隊，障害者，高齢者 を対象

運動スキルの習得やプレッシャー対策に貢献している

Dr Mark Wilson

Dr Lottie Miles

Dr Samuel Vine

Dr Raoul Oudejans

Dr Takayuki 
Murayama

Results
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パフォーマンス（Raddial Error）
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運動学的変数（肘関節角変位）

実験課題について再検討し，
引続き，共同プロジェクトを進行中

B（perceptually “smaller” target）・・・QE時間が短い傾向

A             B        C
（Fake）Perceptually

small
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